
表 3888　現在施行中のPD歴(年)　治療方法（新分類）別 （腹膜透析患者）

治療方法
（新分類）

1年未満 1年～ 2年～ 4年～ 6年～ 8年～ 10年～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

688 518 813 457 281 138 172 3,067 1,954 5,021 3.62 3.48

（％） (53.2) (49.3) (53.7) (52.6) (62.3) (64.8) (67.5) (54.3) (59.3) (56.2)
腹膜透析

（APD）
490 408 492 265 102 39 37 1,833 1,006 2,839 2.74 2.60

（％） (37.9) (38.8) (32.5) (30.5) (22.6) (18.3) (14.5) (32.5) (30.5) (31.8)
腹膜透析
（CCPD）

115 125 209 146 68 36 46 745 336 1,081 3.97 3.38

（％） (8.9) (11.9) (13.8) (16.8) (15.1) (16.9) (18.0) (13.2) (10.2) (12.1)
合計 1,293 1,051 1,514 868 451 213 255 5,645 3,296 8,941 3.38 3.24
（％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

記載なし

総計 1,293 1,051 1,514 868 451 213 255 5,645 3,296 8,941 3.38 3.24

数値下のかっこ内は列方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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